
令和６年度 自己評価および学校関係者評価書  
                                                                  令和７年１月２４日  
                                             函館市立亀田小学校  

１ 本年度の重点教育目標  

自分の考えをもち、豊かに表現し、高め合う子  

２ 本年度の取組の重点  
（１）全ての子供の学びを保障するカリキュラム・マネジメント  
（２）規範意識を育み、子供に寄り添う生徒指導 
（３）命を大切にし、健康な心身を育む健康・安全指導  
（４）豊かな心を育む道徳指導と望ましい人間関係を醸成する特別活動の充実  
（５）多様なニーズに対応する特別支援教育  
（６）子供と向き合う時間を確保する業務改善と働き方改革  
（７）地域とともにある学校  

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価  

分 野  評価項目  

自己評価結果  学校関係者評価  

達 成 
状 況 改善の方策  

自己
評価
の適
切さ  

改善
の方
策の
評価  

主な意見（改善策など）  

①主体的に学
ぶ力を育むカ
リキュラム・マ
ネジメントの
充実  

 

○主体的・対話的で深い学びを実

現する授業改善に取り組む。※新

しい学びの授業力向上推進事業連

携校 

○個別最適な学びと協働的な学び

の一体的な充実を図る。 

ｂ 

日常の授業の充実を図るために、
一人一台端末の効果的な活用等の授
業改善に取り組んできた。また、家
庭学習の定着に向けて取り組み方の
例を示すなど学力向上のための取組
を推進した。全国学力・学習状況調
査等の検査結果等を分析しながら子
供の実態合わせ、さらに学力向上に
努めていく。  

Ａ Ａ 

・今後も一人一台端末を効果的に活
用し、これからの時代に必要な力を
子どもたちに付けさせていってほし
い。  
 

②規範意識を
育み、子供に寄
り添う生徒指
導  

○支持的雰囲気のある、安心して

生活できる学年・学級経営を推進

する。 

○全教職員によるぶれない指導と

温かい見守りを行う。 

〇いじめ、不登校の未然防止・

初期対応、継続的な自立支援の

充実を図る。※不登校コーディ

ネーターの配置  

ａ 

 子供たちは全体的に落ち着いて学
校生活を送っていた。職員間の情報
の共有に努めるとともに、子供支援
委員会を機動的に実施することで、
組織的な生徒指導を進めることがで
きた。いじめの積極的な認知を行い、
早期発見・早期対応を行った。今後
も関係機関とも連携しながら、生徒
指導の充実を図る。  

Ａ  Ａ  

・落ち着いて学校生活を送っている

ことが授業の様子からも伝わってく

る。  

 

 

 

③命を大切に  
し、健康な心身
を育む健康・安
全指導  

 

 

○自らの生命を守る態度を育成す

る。 

○望ましい生活習慣の定着に向け

た取組の充実を図る。 

○楽しく運動に取り組み、心身の

健康の保持を図る. 

 

 

ａ 

 安全や食育、病気の予防等につい
て、授業をはじめ、あらゆる場面を
通じて指導を続けてきた。人権教室
を実施し、思いやりの心や生命の尊
さについて学ぶ機会を充実させた。
体力づくりでは、全学年で体力テス
トを実施したり、なわとび週間を設
けたりするなどの取組を行った。今
後も学校と家庭、地域が一体となっ
て、命を大切にし、健康な心身を育
むための指導を継続していく . 

Ａ Ａ 

・子どもの安全安心のある学校づく

りを続けてほしい。  

・人権教育等を通じて、思いやりの

心を育てていってほしい。  

④豊かな心を
育む道徳教育
と望ましい人
間関係を醸成
する特別活動
の充実  
 

○「思いやり・自律・努力と強い

意志」を育む道徳教育を推進する。 

○自主・自律、「ともにの精神」

で協力する態度を育てる特別活動

の充実を図る。 

ａ 

道徳を要として教育活動全体で、友
達の良いところを認め合い、仲良く
生活をするための指導を重ねてき
た。今後もよりよい人とのかかわり
方を身に付けられるように、子供の
気持ちに寄り沿った指導に取り組ん
でいく。  

Ａ Ａ 

・学校教育全体で、自律の心や粘り
強さ等を育んでいってほしい。  

⑤多様なニー
ズに対応する
特別支援教育  
 

○専門性を向上し、担任・保護者

との相談体制の充実を図る。 

○ニーズに応じた機動的な支援体

制の充実を図る。 ａ 

 特別支援学級及び通常学級の特別
な支援を要する児童について、子ど
も支援委員会を中心に支援の方針・
方策を検討し、情報を共有しなら関
係機関とも連携して組織的に指導を
行った。今後も、研修を重ねて教員
の専門性を向上させながら、支援体
制の充実を図っていく。  

Ａ Ａ 

・様々な個性をもつ子どもたちを日
々指導するのは難しさもあるだろう
が、教職員の方々には、協力してが
んばっていってほしい。  

⑥子供と向き
合う時間を確
保する業務改
善と働き方改
革  

 

○学校評価を活用した業務改善に

取り組む。 

〇ワークライフバランスを意識

し、働き方改革を実践する。※自

己研修の時間を生み出し、授業改

善を進める。 

ａ 

 ＩＣＴを活用した校務の効率化や
業務の平準化等に努め、時間外勤務
時間の縮減が進んでいる。今後は、
会議のもち方の見直しやＩＣＴの効
果的な活用を推進して時間を生み出
し、教員が子供と向き合うための時
間をより確保していく。  

Ａ Ａ 

・先生方の働き過ぎとならないよう、
学校全体で取組を進めてほしい。  

⑦地域ととも
にある学校  
 

 

 

○積極的に情報を発信し、教育活

動への理解と協力を得るととも

に、信頼関係の構築に努める。 

○ＣＳを活用し、家庭・地域・外

部機関との連携、協力により、教

育活動の充実を図る。  

ｂ 

 町会のご協力による登下校の交通
安全指導をはじめ、地域と連携した
取組を行った。外部機関との連携に
より、外部講師の活用も多く行った。
今後は、保護者や地域の人材がより
積極的に教育活動に関われるような
体制づくりや教育内容の見直しに努
めていく。  

Ａ 
 
 

Ａ 
 
 

・最近の通り魔的な殺傷事件のニュ
ースを見るにつけ、地域とともにあ
る学校の推進が必要になってきてい
ると感じる。  

■ 自己評価達成状況                        ■ 自己評価の適切さ及び改善の方策の適切さにかかる評価  

ａ  ほぼ達成できた  （８割以上）   

 

Ａ  自己評価及び改善策は適切であり，取組を進めるべきである。  

ｂ  概ね達成できた  （６割以上）  Ｂ  自己評価及び改善策は適切であるが，若干の修正は必要である。  

ｃ  十分ではない  （４割以上）  Ｃ  自己評価及び改善策の方向性はよいが，若干の修正が必要である。  

ｄ  達成できなかった（４割未満）  Ｄ  自己評価及び改善策を再度検討する必要がある。  

 

 


